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弥生期が存在しなかった北海道の縄文期は、続縄文、擦文、アイヌなどと、多少の形を変えながら、独特な社会
が江戸時代まで続いた。その縄文文明の様式は、東北地方と関係を持ちながら、その類似性が、遺跡や出土品から
観察される。ただし、道東に一時期、オホーツク人の出現など、独特な部分もあった。小山修三博士の考古学的人
口推計は、1967 年の全国遺跡数データベースから、縄文期の人口を推計したが、北海道と沖縄県は含まれていなかっ
た。本研究では、最新の北海道遺跡データベース 2016 年を使用し、縄文早期以後の北海道人口を推計した。結果
は 4500 年前の縄文中期に人口が極大の 6.7 万人・人口密度 0.85 人 / 平方 km と栄えた。北海道縄文中期の人口密
度は同時期の世界人口密度平均値のおよそ 1.5 倍と高い。その後、北海道人口は室町時代まで減少し、江戸時代以
後から増加に転じた。
キーワード：縄文、続縄文、擦文、オホーツク人、アイヌ、12 館、人口推計、北海道
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野生動物と明確に異なり、火を安全に扱うことを学
んだ人類の先史は 10 数万年前に始まった。真冬の暖
房や、加熱による食事の安全化が進み、人たちの生活
の改善が始まった。結果として、世界の人口が緩やか
に増えた。8000 年前の 500 万人から 2000 年前におよ
そ 3 億人に達したと推定されている 1）。
文明はそれぞれの地域で、異なる形と速度で進化し
た。それが、地域や国の人口増加に大きな影響を与え
ている。21 世紀の今、各国の平均寿命は 35 歳から 80
歳の間に分布しており 2）、国家間の文明の違いが顕著
である。特に日本は独特な生活様式と歴史を有し、世
界一の長寿国である。
日本列島では、1 万 4 千年前の地層から縄文式土器
が発掘されており 3, 4）、調理や食器として利用されて
いた。東京品川の大森貝塚のように 5）、縄文遺跡は臨
海地域に多く発見されている 6）。この種の遺跡は、全
国に分布しているが、関東、東北、北海道に、密度が高
い傾向にある 7, 8, 9, 12）。
9000 年前の世界最古の漆技術が、北海道函館市東海
岸の垣ノ島遺跡で発見された 9, 10）。漆が三重に塗られ
た糸で編まれた布を纏った遺体があった。さらに、高
度な精神性を想像させられる板状土偶、中空土偶や遮
光器土偶などが北の各地で製造されている 8, 11）。
こうした文明の発展が、地域の人口増をもたらした
に違いない。小山修三博士は、考古学的人口学の手法
から、有史以前まで遡り、北海道と沖縄県を除く日本
全国の人口を推計した 12, 13）。その遺跡資料は、1967
年の全国遺跡数データベースを基礎にしている。この
人口推計が、現在のところ日本列島での超古代に対し
ては唯一の計算になっている。
本論文では、道内開発の進展に伴い発掘された遺跡
に関する、最新の 2016 年 10 月の北海道遺跡データ
ベース・北の遺跡案内を使用し、小山式考古学的人口
推計を北海道縄文期にも当てはめた。ただし、続縄文
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期以後には、北海道固有の流れを考慮した。この人口
推計を基礎に、北海道縄文期以後の文明を考察した。
資料と方法
北海道の縄文早期以後の人口推計に、小山式日本の
人口推計 1978 を採用した 12）。遺跡の平均人口数に各
年代の遺跡数を乗じて、各年代の人口値を推計するの
が基本原理である。8 世紀土師器文化期の 1 遺跡あた
りの 170 人を基礎人口としている。縄文期の 1 遺跡あ
たりの人口は、早期 8.5 人、前期、中期、後期、晩期で
24 人とした。
北海道縄文期に対する本研究でも、遺跡人口に同じ
値を採用する。その根拠として、北海道と東北の縄文
遺跡に類似の住居や土器・土偶の発掘がある。道南の
竪穴住居跡から東北地方の「榎林土器」が出土されてい
る 14）。さらに、新潟県糸魚川産のヒスイは、東北・北
海道の遺跡から広く発見されている 15）。また、北海道
渡島半島には、津軽海峡の対岸の青森県と同じ地名が
あった 16）。さらに道東遠軽から採掘される黒曜石が、
縄文中期の三内丸山遺跡から出土されている事実があ
る 11, 17）。このように北の縄文文明は、日本列島北部の
広範囲に共通した存在であった。
ただし、北海道固有の遺跡として、続縄文、擦文・オ
ホーツク、アイヌがある 9, 18, 19, 20, 21, 22）。水田がなく、
弥生化しない北海道では、縄文的な生活が継続した。
すなわち、現地民に文字や、金属器の継続的な製造技
術、さらに広範囲な社会組織がなかった。本研究では、
この時代の遺跡人口を、縄文前期以後と同じく 24 人と
仮定する。
本推定法の確度は、江戸時代に幕府により実施され
た人口調査により、ある程度判定可能である。室町時
代（1400 年前後）の遺跡数から、今回推計したアイヌ
人口は 2.2 万である。これに対し、1822 年のアイヌ人
口調査は、千島と樺太を含めて、2.4 万人であった 23）。
アイヌ人口は減少傾向の時代であるが、おおむねの一
致を示したのは、本推計方式の妥当性を支持する結果
である。
北海道の遺跡数の値は、最新の北海道遺跡データ
ベース北の遺跡案内 2016 年 10 月を使用した 24）。樺
太および千島を含まない遺跡総数は 12428、その内の
縄文遺跡数は 10544 である（表 1）。擦文期と重なるオ
ホーツク人の遺跡は区別して人口推計し、合算した。
室町時代、本州から北海道へ移住した武将らが、渡
島半島に砦となる 12 の館を建造している 25）。詳細な
調査がされた勝山館の人口はおよそ 200 人と評価され
ている。この館が、松前藩の祖となっている。この人
口を全 12 館に当てはめることはできない。他の館は、
より少ない人口と考えられる。本研究では、平均値と
して各 100 人を仮定した。この地域の和人の人口が、
アイヌ人口と合算されることになる。
北海道は大きな島であり、中央部の南北方向に日高
山脈が連なる他、全体に山々がほぼ途切れることなく
存在する。それら山中に源泉となる多数の河川が養分
を含み、沿岸に流れ込むため、魚貝類や昆布などの海
藻類などの食糧が豊富である。従って、沿岸部、河口
付近、川沿いに、人たちが暮らしており、そうした地域
に多数の遺跡が発見されている。それら地域では、川
に遡上するサケなどの魚も含めて、海の幸に加え、ど
んぐり、トチノミ、タケノコなどの山菜にも恵まれて
いる。
人口密度の評価では、陸地面積当たりの値の他に、
海岸線長当たりの値も計算する。現代の北海道の陸地
面積と海岸線長は、それぞれ、8.3 万平方キロメートル
（km2）と 4.5 千キロメートル（km）である 25）。しかし、
ロシアに占拠されている東方の歯舞群島、色丹島、国
後島、択捉島は遺跡調査が実施されていない。そこで、
それらを除いて、人口密度を北海道本島と利尻島、奥
尻島などの面積 78,420km2 と海岸線長 3062km として
計算する 27）。なお、縄文期は、温暖化のため海面上昇
があり、顕著な内陸への海進があった。そのため、陸
地の形が現代とことなり、また陸地面積は多少小さい
ことが定性的には知られている 6）。
活火山は知床・阿寒、石狩山地、支笏・洞爺、および
渡島半島に分布し、時として大災害の原因ではるが、豊
富な温泉群に恵まれてもいる。火山活動は活発ではあ
るが、北海道の面積を顕著に変化させるほどではない。
結果
表 1 に、北海道内で発見された各時代の遺跡数と、
それより推計した各時代の人口と人口密度、海岸線
10km 当たりの人口密度をまとめた。
北海道人口は、縄文早期の 0.87 万から中期に極大の
6.7 万に増加し、その後、後期の 3.9 万に減少した。後
期から晩期、続縄文まで、大きな人口変化はなかった。
ただし、700 年前後に、オホーツク人が道東沿岸地域に
侵入し、人口が約 4.8 千追加された。この追加は、当時
の北海道人口の 11% 増となり大きな変化であった。そ
の後、アイヌ期へと人口は顕著に減少した。
戦国のあった室町時代に本州東北地方から北海道へ
移住した武将たちが渡島半島に 12 の館を築いた。コ
シャマインを総酋長とするアイヌたちと 1456 年から
1457 年の戦闘となった。このうち 10 の館が落城した
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が、蠣崎氏の花沢館にいた武田信弘はコシャマインを
打ち破り戦闘を収めた。
力を持った蠣崎氏は、上ノ国に 1470 年頃、勝山館を
建造した。この館は 1977 年、国の史跡にされ、詳細に
発掘調査がなされた 25）。300 年間に勝山館に 6 区 650
の墓があり、一部にはアイヌ人も埋葬されている。中
世の渡島半島の館には、和人とアイヌが共存していた
状況があった。これから勝山館の人口は、200 人との
推定がある。勝山館は、後の松前藩につながる筋であ
るので、当時の最大の館であったと考えられる。
全 12 館に平均 100 人が居ると仮定すれば、全 12 館
の総人口は 1200 人である。当時のアイヌ人口はおよ
そ 2.2 万と評価されているので、12 館の和人人口はア
イヌ人口の 5.4% を占める。この時代が、北海道人口
密度の極小期であった。ただし、12 館の人口推定はよ
り緻密な考察が求められる。
その後、江戸時代になると松前藩が置かれ、北前船
の往来もあり、人口増となった。さらに明治維新後は、
政府は対ロシア防衛のため、全道の開拓を進め、本州
からの移住が続いた。
縄文早期から明治初期までの北海道の人口推移を、
図 1 に示す。縄文中期に極大となった人口は 6.7 万で、
その後減少したが、縄文後期から擦文期の 2000 年間の
人口は、およそ 3.5 万で推移した。中世に北海道人口
は極小 2 万になったが、江戸時代に入り、人口増に向
かった。縄文中期と同程度の人口に回復したのは明治
元年ころ（1870）である 28）。この人口推計から、縄文
期の北海道が、いかに文明的であったかが想像される。
縄文
早期 前期 中期 後期 晩期 続
擦文
オホーツク
アイヌ
12館
江戸
明治
1年
1870
図１
図 1　縄文早期からの北海道人口の推移位．図の曲線は目のガイドである．
表 1 北海道で発見された遺跡数から推計された縄文期以後の人口と人口密度
北海道 人口 　 人口密度 　
　　　時代 遺跡数 万 人/25km2 人/km2 人/10km海岸線
縄文早期 1029 0.9 3 0.11 29 
　　前期 972 2.3 7 0.30 76 
　　中期 2786 6.7 21 0.85 218 
　　後期 1611 3.9 12 0.49 126 
　　晩期 1469 3.5 11 0.45 115 
続縄文 1468 3.5 11 0.45 115 
擦文・オホーツク 1527 3.7 12 0.47 120 
アイヌ・12館 863 2.1 7 0.26 68 
注　遺跡数データ　2016年10月
人口推計には樺太南部と択捉島・国後島・色丹島・歯舞群島は含まれていない.
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逆に、本州が弥生化した時代以後、北海道の文明は衰
退に向かっていった。
考察
今回、縄文早期以後の北海道人口を発見された遺跡
数から推計した。しかし、それ以前の草創期や先土器
時代の遺跡も発見されているが、本研究では人口を推
計しなかった。その理由は、温暖化による海面上昇で
水没したと考えられる沿岸の旧石器遺跡が相当数ある
と考えられ、正確な人口推計が困難である。そうした
時代の人口推計は今後の課題である。
今回の北海道の縄文期の人口動態の推計結果は、予
想通り、本州、四国、九州の縄文期に対しての小山人口
推計の結果 12）と、変化の様子がほぼ一致した。すなわ
ち、小山と本人口推計ともに、縄文中期の人口密度が
極大になっている。これは、縄文期の北海道の人口動
態が、本州・東北地方のそれと一致していることを意
味し、双方の関連を示唆している。津軽海峡は昔から
塩ぱい河とわれ、丸木舟での往来があったことと関係
しているはずである。しかも、東北と北海道の人口密
度（平方 km 当たり）を比較すると、縄文中期で、それ
ぞれ、0.70 と 0.85 と近い値となっている。小山博士は
1967 年の全国遺跡数データベースを基礎にしているの
で、最新のデータを使用すれば、東北の値はもう少し
大きくなる可能性はある。
一方、紀元 1 年以後の人口動態は、北海道と本州と
で全く異なる様相を呈した。すなわち、米作の社会化
となった本州は文明のさらなる進展とともに人口増と
なったが、北海道は、擦文期の 1000 年以後アイヌ期ま
で人口減少となった。本州との交易で金属器や漆器な
どを入手するため、北海道に元々あった、種々の技術
が失われた。すなわち、文明の後退現象が、北海道に
あった時代である。
中世、鎌倉幕府は京都でとらえた強盗などの犯罪者
を津軽の豪族安藤氏へ送り、北海道へ追放した。住み
ついた彼らの子孫は渡党と呼ばれた 25）。また、源頼朝
に滅ぼされた藤原氏の一族も、津軽を経て、多くが北
海道へ逃れている。これらの人数は不明だが、今回の
人口推計結果から、北海道の人口を顕著に増加させる
ほどではなかったと考えられるが、こうした人口の影
響は今後の研究課題である。
地球は最終氷期 2 万年前に極小の低温、現在からお
よそマイナス 7℃になった。それ以後、温暖化に向かい、
6 千年前に極大の高温・現在にくらべプラス 2℃となっ
た。それ以後、低温化に向かい、気温が多少の振動を
して現在に至っている 30）。北海道の人口は、旧石器時
代、縄文期の広範囲の年月にかけて、自然環境とりわ
け、全地球の年間平均気温の推移に敏感に応答してき
たと考えられる。
本州、四国、九州では、弥生期以後、社会的な米作を
中心に農業生産が発展する中、国家が形成され、社会
機能が発展した。これに対し、米作に適さない寒冷地
の北海道は、広範囲な集団的農業が進まず、食糧生産
が人口増を促すことにはならなかった。
北海道は現在島であるが、氷河期ではどうだったの
か。5 ～ 4 万年前、そして 3 ～ 1.3 万年前に、低温化に
より海面が下がり、宗谷海峡は陸地化し、樺太と北海道
は陸続きとなった。2 万年前、海面は現在の水準にくら
べマイナス 130m だった。海底の浅い間宮海峡は、そ
の頃、陸地であった。こうして、一時期、北海道と大陸
は、樺太を経由して陸続きだった。なお、1.3 万年前以
後、現在まで、樺太と北海道は宗谷海峡で引き離された。
海底の深さが 220m の津軽海峡は、低温化により最短
およそ 6km と狭まるものの、その間、海であった。
1 万年前以後、温暖化にともない海水量が増加し、海
面上昇に向かった。6 千年前に海岸線が最も陸域へ進
行した。いわゆる縄文海進である。これにより沿岸に
あった先土器時代の住居跡は水没した。これは、21 世
紀の現在でも海面下となる。したがって、縄文草創期
以前の遺跡の発見は困難である。つまり、発見された
旧石器遺跡の数から当時の北海道総人口を直接推計す
ることはできない。現存する旧石器遺跡数だけからの
推計では、過少評価になる。
道東遠軽町の赤石山は国内最大の良質な黒曜石の原
産地であり、白滝村からは多数の石器が発見されてい
る。30000 年から 25000 年前の地層に、大規模な石器
製作跡が発掘された 30）。この地域の湧別川、生田原川、
丸瀬布川沿いの小高い丘の上には、旧石器から擦文期
までの遺跡が 215 存在する。旧石器時代の内陸のこの
地の人口は 1600 人程度ではないか。
白滝産の黒曜石は、丸木舟で川下に輸送されたであ
ろう。事実、河口の湧別町の遺跡で、黒曜石の核が発
見されている 31）。さらに、知床半島の東沿岸の羅臼の
遺跡 32）、津軽海峡を跨いだ青森市の三内丸山遺跡 11）
からも、白滝産の黒曜石が出土している。
こうした鋭い刃物に加工される黒曜石が豊富にある
北海道が温暖化とともに、人口を増加させた大きな要
因のひとつであろう。北海道の黒曜石の主な産地には、
他に、雄武、紋別、留辺蘂、生田原、置戸、十勝然別、十勝、
豊浦、赤井川、奥尻などがある。
人口・人口密度は、縄文早期から上昇し、中期に極
大に達し、それ以後、減少に転じた。室町時代に極小
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になると、江戸時代以後、ふたたび増加に転じた。
人口値は、縄文中期の極大で、6.7 万人および平方キ
ロメートルあたり 0.85 人であった。再び人口がこの極
大値までに回復したのは、およそ 4400 年後の明治元年
（1870）頃である。この事実は、縄文期の北海道がかな
り栄えていたことを示す。
縄文中期の北海道人口密度値と全日本面積 378,000 
km² との積で、日本人口を推計すると、32 万になる。
この値は、同期に対する小川博士の推計値 26 万を少し
上回るが近い値になっている。今回の推計は、北海道
の人口密度地を全国の平均値として近似したもので、
あくまでも参考値である。東北地方の最新の遺跡数
データからの人口計算が今後の課題となる。
縄文期に一時的に増大した北海道人口密度を、世界
の平均値と比較するとどうなるであろうか。国連人口
情報ネットワークでは、有史以前の世界人口推定値を
報告している。それによると世界人口は、1 万年前に
500 万、2000 年前に 3 億である 1）。
地球の陸地面積は現在 147 百万 km2 であり、その値
で、世界の人口密度を仮に計算すると、それらの時点
の世界人口密度は、0.034 および 2.0 人 /km2 である。
本研究の北海道の人口密度計算でも、陸地面積を現在
の値を使用したので、計算条件は同じである。図 2、図
3 の人口密度の推移を見て明らかなように、縄文文明
人
口
密
度
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m
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年
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0.56
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図 2　縄文期以後の北海道と世界の人口密度を比較
人口密度世界平均値
年
北海道
図３
図 3 北海道人口密度の世界平均値比。図 2 で示された世界の人口密
度値に指数関数を仮定し、10000 年前から 2000 年前の間の値を
内挿で求め、北海道縄文期の人口密度値を、世界平均値との比で
グラフ化した。北海道人口密度は 2 度の極大期があり、最初が縄
文中期およそ前 2500 年と 1995 年で、世界平均値比で、それぞれ
1.5 と 1.8 である。北海道人口密度の極小値はアイヌ期のおよそ
1400 年頃で、同比で 0.08 である。
縄文早期以後の北海道人口密度
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の発達していた当時の北海道の人口密度は、世界平均
値の 1.5 倍である。なお、4500 年前の世界人口は、指
数関数による内挿で推計した。
前 2000 年から後 1900 年まで間、北海道人口密度は
世界平均値以下に低下していた。人口密度（人 / 平方
km2）を比較すると、1400 年頃の北海道は極小値 0.26
で、その時の世界平均値 3.3 の 0.08 倍である。これは、
地球低温化で生活が困難になる中、弥生文明化する本
州から取り残されたことが主な要因と考えられる。本
州は、弥生文明化し稲作など食料や金属器を社会生産
し、列島全体で国家が形成され発展した。対照的に北
海道では文明の後退現象が生じたと考えられる。
500 年ころから 1000 年ころまで、北東の沿岸に海獣
を狩猟するオホーツク人が突然現れ、網走などに独特
な住居や墓の遺跡を残した 18 ～ 20）。全蝦夷地の総人口
の 11% と大量な侵入であったが、9 世紀以後に、そう
した様式の遺跡はみつからない。彼らは次第に融和し、
全蝦夷地に拡散したのであろうか。
北海道での稲作は、1661 年から 1672 年に最初の試
みがなされたとの説がある 33）。1798 年（寛政 10 年）
12 月、蝦夷地取締御用掛に任命された松平信濃守信明
はじめ 6 人の役人が、寛政 11 年、幕府に提出した『寛
政末蝦夷地要覧（寛政十一未己春蝦夷地御用之記）』に、
「文月村試作田一町一反歩余」と記録を残している。こ
れらの田は幕僚時代以前からのものであるが、その後
の幕府の手による大仕掛な試作の先駆けとなった。
寛政 11 年、大野会所が設置され、主な役割は米の試
作となった。1800 年、蝦夷地取締役御用掛の発案によっ
て、平野の 5 か所で蝦夷地最初のコメの大試作が行わ
れ、273 石（1 石＝ 150kg、273 石＝ 41 トン）の大きな
収穫をあげた 33）。蝦夷地でこれだけの米がとれたとい
うことは空前のことであり、これが大開田へと発展し
ていった。
1862 年に設置された北海道開拓使は、330 ヘクター
ルの水田の存在を確認した。明治政府は、北海道開拓
の中、米作を推進した。1873（明治 6）年、北海道の人
口は、13 万人になった。その年は、現恵庭市の島松に
入植した中山久蔵が、札幌の近郊で米づくりを成功さ
せた年である 34）。
さて、地球冷温化のなか、北海道人口が低下した、古
代、中世の歴史を振り返る。この場合、弥生文明化し
た本州と蝦夷地の政治経済的関係が人口変動にも影響
を与えている。
日本書記によると 35）、斉明天皇は 4 年（658 年）、5
年、6 年と阿倍比羅夫臣に東征（蝦夷征伐）を敢行させ
た。「五年春三月、阿倍比羅夫をつかわして、船 180 隻
を率いて蝦夷征伐をさせた。アキタとメシロ 2 郡で
214 人、津軽郡 112 人、イブイサエ（胆振サエ）の 20 人
を一か所に集め、大いに饗之禄を与えた。すなわち、
船一艘と五色のシミノキヌとをもって、かの地の神を
祭る・シシリコに至る時に、トビラの蝦夷胆廉島、菟
穂名の二人すすみて、いわく後方羊蹄（シリベシ）をもっ
て政所となすべし」。シュプキ（松浦武四郎が、後に寿
都と命名）の港は、蝦夷ヶ島の交易の拠点となった。
斉明天皇が 658 年に道南のシリベシ（後方羊蹄）に
郡領を置いて以来、本州からの移民が北海道に増えた
と考えられる。松浦武四郎が寿都（スッツ）とした地
は、羊蹄山の西方向、日本海側の大きな港。阿倍臣が
舟 180 艘で到着するに好適な港である。この港は、斉
明天皇の頃から、蝦夷ヶ島の交易港であり、藤原氏の
市もあったと言われている。
青森県西部には十三湊の港があり、その交流は古来
より盛んであったと推理さる。海洋による交通と輸送
が南北に長い日本列島の文明の形成に、太古の昔より
大きな役割をはたしていた。元正天皇の養老 2 年（718
年）、出羽渡島の蝦夷 87 人が、朝廷へ馬千頭を献上し
た 36）。この時代には、大振りの木造建造舟が存在し、
既に遣唐使による大陸調査も行われている。したがっ
て、蝦夷地から馬を船で輸送するのは可能である。
北海道最古の神社といわれる知内の雷公神社に伝え
られている古文書「大野土佐日記」によると、鎌倉幕府
第 2 代将軍である源頼家の命を受けた荒木大学が、元
久 2 年（1205）多数の堀子を引き連れて金山見立ての
ため、道南の知内に渡った 37）。そこには砂金掘りの家
が千軒あり、近くの一番高い山が千軒岳と言われた。
知内の金山は、源頼朝に文治 5 年（1189 年）に滅ぼ
された東北の豪族藤原氏の金山だったと、私は推理す
る。藤原氏の都である平泉は金で有名である。だから、
東北地方の金山のみならず、藤原氏は北海道の金山も
手中に納めていたと考えるのが自然である。阿倍比羅
夫が、後方羊蹄に郡領を置いて以来、本州から東北か
ら、少なくない人々が、北海道に移住していたはずで
ある。そして藤原氏崩壊時に、多くの武将たちが、北
海道へ逃れたと考えられる。
なお、昭和 58 年、知内湯の里 4 遺跡の発掘調査で、
旧石器時代の墓と考えられる日本最古の土壙が発見さ
れた。副葬品として、コハクや石製の小玉・垂飾・石刃・
石刃核・細石刃など 14 点が出土している 38）。青森の
竜飛岬に近い知内は、太古より文明のあった土地と考
えられる。
明治維新以後、本州からの移住が盛んになった。北
海道の人口調査から見ると 28）、人口密度が世界平均値
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に追いついたのは、1900 年・明治 33 年で、その時、12
人 / 平方 km2 であった。それ以後も北海道の人口密度
は上昇を続け、1995 年、再び極大値 69 人 / 平方 km2
に達した。その値は世界平均値 39 人 / 平方 km2 の 1.8
倍である。
21 世紀初頭、北海道は人口減少に向かっている。
2015 年時点での人口密度（人 / 平方 km2）は、北海道が
65 で、世界平均 50 の 1.3 倍である。この間の北海道の
人口減少は、自然現象とは考えにくい。温暖化により
米作をはじめ農業生産は順調に推移している。人口の
高齢化と最大都市札幌への一極集中などの社会現象が
原因であろうか。縄文後期の冷温化とは異なり、人口
を減少させる社会的原因が、21 世紀初頭の北海道に生
じている。
結語
20 世紀後半から 21 世紀初頭、北海道は道路や鉄道
路線の開発に伴い、多数の遺跡が発掘された。道は、
埋蔵文化財センターで発掘資料を科学的に整理・管理
するとともに、遺跡地をデータベース化した。本研究
は、多数の道民が発掘に参加した遺跡数データを利用
する形で、有史以前の北海道人口を推計した。その基
本手法は、年代区分別に 1 遺跡当たりの平均人口を年
代中の遺跡数にかけて求める小山法である。ただし、
北海道固有の続縄文、擦文、アイヌ期が追加されてい
るのが本州以南と異なった。
北海道人口密度は、縄文早期から増加し、中期に極
大値に達した。それは、当時の世界平均人口密度を超
えていた。その後、地球の低温化にともない、人口密
度は世界平均値未満に減少した。さらに、本州が弥生
化し文明の発展する中、北海道から青森以南への移住
もあって、さらに北海道の人口は減少したのであろう。
人口密度の極小は、1400 年頃のアイヌ期である。
擦文期 600 年頃、オホーツク沿岸に異文化の人々が
移住してきた。その人口は、全道の 11% 位と無視でき
ないほど多数であった。しかし、数百年の間に、彼ら
は元々の北海道縄文人と融和したと考えられる。
縄文人口が減少する中、斉明天皇が 7 世紀に道南の
シリベシ（後方羊蹄）に郡領を置いて以来、弥生化し
た本州から北海道への移民があった。その人口は不明
であるが、15 世紀の渡島に建造された 12 館の人口を
1200 人と仮定すれば、全人口の 5% 程度であった。
江戸時代以後、北海道と本州の交流は再び活発化し
た。稲作も成功する中、明治政府の北海道開拓政策で、
本州からの移住が激増し、人口は増加した。人口密度
が世界平均値に追いついたのは、1900 年・明治 33 年で、
その時、12 人 / 平方 km2 であった。それ以後、北海道
の人口密度は上昇を続け、1995 年、再び極大値 69 人 /
平方 km2 に達した。
北海道人口密度は 2 度の極大期があり、最初が縄文
中期およそ前 2500 年と 1995 年で、世界平均値比で、
それぞれ、およそ 1.5 と 1.8 である。北海道人口密度
の極小値はアイヌ期のおよそ紀元 1400 年頃で、同比で
0.08 である。21 世紀初頭、北海道の人口密度は、再び
減少に向かっている。
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